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小山市教育委員会会議録 

 （令和７年９月定例会）  

１．会議の日時及び場所                                                     

 日時 令和７年９月１８日（金）午後２時００分～午後４時４５分 

 場所 教育委員会室 

 

２．会議の組織人員 

 人数 6人 

 

３．出席委員 

 教育長            濱 口 隆 晴 

 １ 番             岩 井 正 夫 

 ２ 番             荒 井 友 子 

 ３ 番             奥 中 栄 二 

 ４ 番                大 橋 雅 子 

 ５ 番                 高 橋 真 美 

 

４．説明のため本会議に出席した職員 

こ ど も 未 来 部 長   上 野 信 茂 

こ ども未 来 部 次 長  宮 田  悟 

生 涯 学 習 部 長  篠 原  正 

生 涯 学 習 部 次 長  渡 邉 正 樹 

教 育 総 務 課 長  日 高 恵 子 

こ ど も 政 策 課 長  田 中 秀 和 

こ ど も 教 育 課 長  佐 山 幸 代 

青 少 年 支 援 課 長  井 口 信 行 

子育て家庭支援課長  櫻 井 和 代 

保 育 課 長  中 林 健 一 

学 校 支 援 課 長 酒 寄 広 子 

生 涯 学 習 文 化 課 長  望 月 秀 展     

文 化 財 課 長  星 場 崇 徳 

生 涯 ス ポ ー ツ 課 長  篠 崎  武 

中 央 図 書 館 長  江 藤 和 枝 

博 物 館 館 長  佐 久 間 弘 行 

教 育 研 究 所 長  和 久  真 
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５．書記 

教育総務課教育総務係長  前 田 千 穂 

教 育 総 務 課  田 崎 淳 子 

 

６．会議事項 

（１）報告事項 

①教育長 

②教育長職務代理者 

③事務局 

ア こども未来部部長 

イ 次長 

ウ 生涯学習部部長 

エ 次長 

オ 教育総務課 

 ・９月３日大雨に伴う被害について 

 ・寄付受入れについて 

 ・第７２回教育文化保健体育功労者表彰式の挙行について  

 ・教育文化保健体育功労者表彰の内申方法等の変更について  

カ こども政策課 

 ・「おやまこどもプランすごろく」について 

 ・放課後こどもの居場所「愛称：放課後カラフルタイム」開所について 

 ・第１回小山市こどもまんなかラウンドテーブルについて  

キ 青少年支援課 

 ・第２０回小山市青少年健全育成大会の開催について 

ク 子育て家庭支援課 

 ・小山市妊産婦等見守り生活援助事業について 

ケ 保育課 

 ・小山市乳児等通園支援事業（誰でも通園制度）の実施について 

コ 生涯学習文化課 

 ・第２１回 ハンドベルフェスタ in ＯＹＡＭＡの開催について 

 ・第７０回小山市民文化祭および第３３回小山市文化振興大会の開催について 

サ 中央図書館 

 ・「ビブリオバトル in小山市立中央図書館  

～あなたの＂推し本＂教えてください！～」の開催  
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（２）審議事項 

（教育総務課） 

議案第１号 令和７年度教育委員会点検・評価について 

（こども教育課） 

議案第２号 小山市立中学校・義務教育学校拠点校部活動の実施について 

（生涯学習文化課） 

議案第３号 小山市生涯学習推進協議会委員の委嘱について 

（文化財課） 

議案第４号 小山市文化財保護審議会への諮問事項について  

 

（３）協議事項 

（青少年支援課） 

不登校児童生徒等支援推進事業（案）について 

（こども政策課） 

小山市学校適正配置等基本計画について 

美田中学区学校適正配置等について 

 

 

〇日高教育総務課長 

それではお時間になりましたので、ただいまより、令和７年９月定例教育委員会を始めさせ

ていただきます。濱口教育長よろしくお願いします。 

〇濱口教育長 

はい。改めまして皆さんこんにちは。ただいまより、９月の定例教育委員会を開始したいと思

います。本日の会議録の署名は大橋委員にお願いしたいと思います。よろしくお願いいたしま

す。それでは会議に先立ちまして、協議事項の中で現在まだ未公開・審議中のものなどがあり

ます。そのため、この３件につきましては小山市教育委員会会議規則第１５条に基づき、秘密会

という形をとらせていただいてよろしいかお諮りいたします。よろしいでしょうか。 

〇全員 

はい。 

〇濱口教育長 

はい。それでは、これより先は秘密会といたします。 

〔秘 密 会〕 

〇濱口教育長 

それでは改めまして、９月の定例教育委員会の報告事項に入っていきたいと思います。私の

方からは２点お話をします。 
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１点目は、新聞等でも報道されておりましたけれども、県立高校でありました盗撮事件につ

いてです。これは教育界全体に非常に大きな影響がありまして、特に高校の方では、県の教育

長が８月２０日過ぎに校長会を招集しまして、全高校で夏休み中に全職員による校内の一斉点

検を指示したようであります。それに準じて、小山市でも学校が始まった９月１日に全小・中・義

務教育学校全てに、全職員による点検をお願いいたしました。結果は特に問題がなかったと私

たちは承知しております。非常に、教育界全体にわたる信用失墜行為であるということで、今

日の校長会においても、今後ともしっかり注意をしていきましょうということを校長先生方に

もお願いをしたところです。やはり、こどもたちにとって安心できる場所でないと学校は成り

立たないだろうということが土台にあります。これが１点目です。 

それから２点目ですが、詳しくは後で報告が上がりますが、９月３日に小山市内で短時間に

大雨・強風の被害がありました。時間経過で言いますと９月３日の１７時３８分に大雨警報が市

内に発令されまして、１８時１４分に洪水警報が出ました。洪水警報は２０時３６分に解除されま

したが、その短い時間の間に、特に思川の東にあたる東部の地域に被害が集中したような形に

なました。床下、床上浸水それから、住宅の損壊、それから公共施設等もかなり被害を受けて

おります。それから、作物に関してはハウスの被害が報告されています。倒木は、その日のうち

に市の職員が市内を巡回しまして、被害の状況を確認し、翌日から対策会議等を開いて、特に

ごみ処理の問題、それから、それに伴う補正予算について、部長等を招集して会議を行いまし

た。まだ議会の方には上程されておらず、議員説明会の方でも昨日お話ししましたが、市とし

ては７０００万円程度の補正予算を組んで早急に執行していくという予定になっております。

休み明けから対応を主にするべく、市役所全部で協力している次第です。細かい被害状況等に

ついては後で報告があります。私の方からは以上ということで続いて、岩井委員からお願いし

ます。 

〇岩井委員 

私の方からは本日の報告事項の中にもありますが、今年度小山市の教育行政として新規の

取り組みでもあり、また、浅野市長目玉の政策でもある、放課後カラフルタイムこどもの居場所

づくり事業の開所、そしてまた今日の下野新聞にも出ておりました、この小山市ラウンドテー

ブル事業の盛況に関しまして、関係所課の皆様に厚く御礼申し上げたいと思います。ご苦労様

でした。今後もよろしくお願いいたします。 

〇濱口教育長 

はい。ありがとうございます。 

続いて事務局の方へ移ります。上野部長お願いします。 

〇上野こども未来部長 

はい。私の方からは右上に表記されております。こども未来部長資料の方をご覧いただけれ

ばと思います。令和７年９月議会におけます、一般質問の答弁内容につきましてご報告申し上

げます。まず、こども未来部ですが、資料にありますとおり、本議会は１０議員から２０の質問が

ございました。時間の関係上、主な質問と答弁をかいつまんで報告させていただきます。 
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それでは初めに１ページ中段の小林英恵議員からは、不登校児童生徒支援についてのうち、

学びの多様化学校（不登校特例校）についてご質問いただきました。答弁としましては、本年７

月に、不登校児童生徒の居場所や市内小・中・義務教育学校の抱える課題等を把握するため、

各学校を対象とした不登校児童生徒に関する支援のための調査を実施いたしました。その結

果、不登校傾向の児童生徒でも、登校できた日におきましては、教室で授業を受けられている

者や、校内教育支援センターや校内の別室で過ごすことができる者も一定数いること、また、

多くの学校では、校内教育支援センター等、校内において、対応する人員を調整しながら、教室

で過ごすことが難しい児童生徒支援にあたっていることが把握できたところであり、校内教育

支援センター等での対応により、一定の効果が出ているとの回答がある一方、対応する教員等

の不足により支援が十分にできずにいる現状も確認できました。これらのことから、学びの多

様化学校設置に先んじて、校内教育支援センターの機能拡充を図ることがより効果的な対策

と考えており、校内教育支援センターに常駐する経験豊富な職員を配置し、不登校の未然防止

にも対応できるよう、児童生徒に寄り添った丁寧な支援を行うため、早急な事業開始を目指し

て進めてまいりますと答弁させていただきました。 

次に３ページ上段になります。直井一博議員からデジタル変革（DX）についてのうち、子育

て支援事業に関わる取り組みについてご質問いただきました。答弁では、本市では子育て支援

サービスについて、利用者の利便性の向上や行政手続きの効率化のため、「小山市電子申請シ

ステム」や「おやまっ子 子育てナビ」、「マイナポータル」等を通じて、申請手続のオンライン化を

進めており、その例としまして、定期的に開催している「マタニティクラス」、「乳幼児健康相談」

等の各教室や相談、「幼児フッ素塗布事業」等のイベント、「産後ケア事業」「産前産後ヘルパー

等派遣事業」の利用申請に係る相談申込、「児童手当手続き」や「ひとり親家庭通学定期補助申

請」等があり、昨年度新たに「子育てひろば」の予約をオンライン化した一方、民間事業者に業

務委託している「ファミリーサポートセンター事業」等は個人情報管理の面から、保育園・保育

所の一時預かり利用の予約」等は個人情報管理に加え、施設の空き状況が直近にならないと

確定しないことや、利用前にオリエンテーションが必須である等の理由により、オンライン化が

困難なものもございます。今後も利用者の利便性向上等を図るため、子育て支援サービスの

申請手続のオンライン化の拡大に向け、検討してまいりますと答弁させていただきました。 

次に４ページ上段になりますが、永田健一郎議員から、熱中症に関する啓発方法についてご

質問いただきました。答弁では、国や県の熱中症にかかる通知を周知するだけでなく、健康増

進課と連携を図り、市内の小・中・義務教育学校に「熱中症対策関係者連絡会議」において作成

したポスターを掲示するなど、児童生徒が熱中症を正しく理解し予防できるよう啓発しており、 

「熱中症対策関係者連絡会議」における多角的な意見をもとに、山形県米沢市の作成したリー

フレットをはじめとした児童生徒にとってより効果的な資料、発達段階や地域の実情等に合わ

せて活用できるよう周知してまいります。引き続き、児童生徒自らが熱中症の危険を予測し、

安全確保行動をとることができるように指導してまいりますと答弁させていただきました。 
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次に、５ページの下段になりますが、荒川美代子議員から子育て支援のうち、こども誰でも

通園制度についてご質問いただきました。答弁では「こども誰でも通園制度」は正式名称を「乳

児等通園支援事業」とし、こども基本法に規定された理念であり、全ての子育て家庭に対する

支援の強化を目的に導入された制度であります。令和６年度から２年間の試行期間を経て、８

年度以降、本格実施されていることから、本市においても本年度下半期より公立保育所での

試行開始を目指し、本定例会に、小山市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を

定める条例を提出しております。本市では国の基準に則して、保育所等に通っていない生後６

ヶ月から３歳未満の乳児等を対象に、月１０時間を上限に時間単位で柔軟に利用していただく

ことを想定しており、１時間当たり３００円程度の利用者負担を設定しております。この制度の

周知は市広報１０月号やホームページへ掲載し、実際の利用は専用フォームからの申請により

行う予定です。なお、既存の一時預かりが「保護者の立場からの必要性」に応じるものであるの

に対し、本制度は、保護者のために預かるものではなく、家庭では得られないような体験を通

じ、こどもの成長を応援すること」を目的とするという違いが示されているところですと答弁

させていただきました。 

 次に６ページ中段になりますが、苅部勉議員からこどもまんなかラウンドテーブルについて

ご質問いただきました。答弁ではこどもまんなかラウンドテーブルは、こども・子育て・教育支

援について、各支援団体の代表者や関係者、応援したい企業や興味のある個人等が集まり、情

報交換・課題の共有と解決に向けた検討・連携等を行う場（プラットフォーム）であり、官民を問

わない支援の輪を広げ、地域や社会全体でこどもを支える取り組みを推進し、こどもまんなか

のまちの実現を目指すもので、７月１９日にプレイベントとして、ワークショップを開催したとこ

ろ、５８名の方にご参加いただき、「支援の現場で感じるちょっとした困りごとは？」、「聞く・語

る・つながるラウンドテーブルをデザインしよう」という２つのテーマで熱心に議論していただ

き、支援上の課題だけでなく、こどもの声を聞くこと、団体や個人につながることの重要性、ま

た、ラウンドテーブルでやりたいことなど、様々なご意見をいただきました。今後につきまして

は、いただいたご意見を踏まえ、様々な課題をテーマとして取り上げて議論を深めるとともに、

連携して出来る具体的な取り組み等を検討していきたいと考えており、９月１５日の第１回小山

市こどもまんなかラウンドテーブルでは、「情報発信」と「こどもの声」をテーマとして取り上げ

る予定です。本日、新聞に掲載されたところでございます。ラウンドテーブルが一過性のもの

ではなく、参加者が増え、継続したものとなるよう、また「こどものウェルビーイング」、「こども

まんなかのまち」の実現のための中心的な役割を担えますよう、参加者の意見を伺いながら進

めてまいりますと答弁させていただきました。 

次に７ページ下段になりますが、大平拓史議員から不登校の児童生徒の学校健診について

ご質問をいただき、答弁では現在、市内の小・中・義務教育学校で実施されている検診は、内

科検診、耳鼻科検診、心臓検診など７項目あり、それぞれの検診が児童生徒の健康を守るため

の大切な機会となっております。そのため、保護者に検診の通知を配付する際には、実施内容

を伝えるとともに、保健だよりや学年便り等を用いて、目的や重要性を伝えております。また
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当日、受診できない児童生徒の対応につきまして、検診によって異なりますが、校内での予備

日や他校での受診が可能であることを伝えることで、保護者に安心感を与え、より多くの児童

生徒が受診できるよう周知しておりますと答弁させていただきました。 

次に７ページ下段にありますとおり、平野正敏議員から、こども版「防衛白書」の小山市の所

感についてご質問いただきました。答弁では子ども版「防衛白書」については、防衛省から栃

木県教育委員会を通じて通知があり、冊子については直接、防衛省から各学校に配付されて

おります。小学校学習指導要領には自衛隊に関する内容が明記されており、自衛隊の活動で

ある災害派遣や平和維持活動等について学習しているところです。冊子の活用方法や配架に

つきましては、学校裁量で対応しております。今後も国や県の方針を踏まえ、適切に資料等を 

取り扱うよう学校に周知してまいりますと答弁させていただきました。 

次に８ページ下段にありますとおり、大内晃子議員から不登校支援フリースクールについて

ご質問いただきました。答弁では不登校児童生徒が増加する中、民間のフリースクールは学校

以外の多様な学び場・居場所としての役割を担っているものと考えておりますが、市が今年度

実施した学校への調査結果からは、教室で過ごす事が難しい児童生徒で、フリースクール等居

場所としている人数は、小・中学校等でそれぞれ１０人未満であると推察されます。一方、栃木

県教育委員会が昨年度実施した不登校に関する調査結果では、フリースクール等利用できる

ことを知っていたが利用しなかった理由として、「利用料の負担が難しかった」が、複数回答で

小学校４０．５％、中学校３４．５％となっております。また、支援団体から、毎月の利用料金の支

払いが大きな負担になっているとの声を伺っております。県の調査結果で、「子どもが利用す

る必要性を感じていなかった」が、小学校３６．７％。中学校３８．２％、「子どもが家から出られ

ない状態だった」が２２．８％、20.５％と、様々な事情があることから、フリースクール利用料

の補助については、他市の事例を参考にするとともに、また、市の他の不登校支援策とのバラ

ンスや費用対効果を踏まえながら検討してまいりますと答弁させていただきました。 

次に９ページ中段にありますとおり、島朋幸議員からマインクラフトを活用したデジタルもの

づくりの今後の取り組みについてご質問いただきました。答弁では、現在の取り組み状況とし

ましては、教育版マインクラフトの利用が可能となる端末の入替え作業を進めているところで

あり、教職員用端末の入れ替えは令和７年９月から開始し、１０月末に完了予定であり、児童生

徒１人１台タブレット端末の入替えは令和７年１２月から開始し、令和８年３月末に完了予定です。 

これにより、今年度中には教育版マインクラフトを利用できる環境が整備されます。今後は、入

替後の端末の機能や操作について、教職員を対象とした周知や研修を行ってまいります。教育

版マインクラフトの活用についても、教職員が実際に端末を操作できる環境下で、児童生徒の

資質・能力の伸長につながる効果的な活用方法について検討してまいりますと答弁させてい

ただきました。 

最後に９ページ下段にあります、石川敦子議員からこども食堂についてご質問をいただきま

した。答弁では、こども食堂はこどもが１人でも利用できる、無料または低額の食堂であり、近

年は食事提供だけでなく、孤食の解消や地域交流の場の機能を持たせた「地域・こども食堂」
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として開設されているものであり、これらは、ボランティア団体やＮＰＯ法人等による自主的・

自発的な取り組みであり、貧困や孤独・孤立などの課題の改善に寄与し、こどもにとっては自

宅や学校に次ぐ「第三の居場所」になるものと言われております。全国には１万か所以上のこど

も食堂が開設されており、市内には７か所のこども食堂があると伺っております。活動につい

ては、市民交流センターや個人宅、民間事業者など様々な場所で実施していただいております。

お弁当配布、イートインでの食事提供、宅配、利用者と調理し一緒に食べるものまで多種多様

となっております。本市では、これらの活動が、困難を抱えるこどもの見守り等の支援になって

いることから、こども食堂への支援を市の事業としておやまこどもプランの「こどもの貧困対

策」に位置づけております。各団体の中で、市民交流センターを会場として実施する場合、こど

も食堂の安定した運営と定期的な開催の支援を目的に、市が１年間の会場の優先予約をさせ

ていただいているところですと述べさせていただきました。 

以上、時間の関係上主だったもののみ説明いたしました。詳細等につきましては後ほどご一

読いただければと思います。説明は以上であります。よろしくお願いします。 

〇濱口教育長 

はい。続きまして宮田次長お願いします。 

〇宮田こども未来部次長 

はい。私の方でございません。 

〇濱口教育長 

はい。それでは篠原部長お願いします。 

〇篠原生涯学習部長 

はい。それでは私の方からは上野部長に続きまして、生涯学習部長資料の方ご覧ください。

９月議会の一般質問と答弁内容につきまして、ご説明いたします。今回、生涯学習部には、４議

員から７つの質問がございました。時間の関係上、主な質問と答弁をご報告させていただきま

す。 

それでは初めに、１ページ上段の高橋栄議員から共生社会の実現に向けてのうち、障がい者

が利用しやすいスポーツ施設や交流の場の環境整備についてご質問をいただきました。答弁

では、障がい者の方々が利用しやすい市内のスポーツ施設の環境整備といたしまして、県有施

設である県立県南体育館及び温水プール館や、市立体育館などでは、バリアフリー化が図られ

ており、聴覚障がい者の方々への筆談による受付対応など、職員間の情報共有を図り、障がい

者の方々も安全・安心に利用できるよう努めているところであります。また障がい者手帳等を

お持ちの方々には、利用料減免制度が適用され、利用料を無料にしております。障がい者の

方々の健康増進や交流の場としても、市内スポーツ施設を活用いただいているものと考えて

おりますということで答弁させていただきました。 

続きまして１ページ下段になりますが、小林英恵議員からは間々田地区行政についてのうち、

新博物館・じゃがまいた伝承館建設についてご質問をいただきました。答弁では、新小山市立

博物館・間々田のじゃがまいた伝承館複合施設整備事業は、現在ＰＦＩ事業において仕様書に
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あたる要求水準書等を作成しているところですが、展示に関するところは専門的な知識が求

められることから、外部専門家等からなる新小山市立博物館有識者懇話会を組織し進めてお

ります。今年度中に要求水準書案の公表及び募集要項の策定、公表を予定しており、今後のス

ケジュールにつきましては、令和８年度に事業者募集を開始し、契約締結、令和９年度から設

計・工事を進め、令和１１年度中の完成を目指してまいります。建設を進めるにあたりましては、

人と人、人と文化の多様なつながりを育み、また訪れたいと思えるような施設を実現してまい

りますと答弁させていただきました。 

続きまして２ージになりますが、関良平議員から埋蔵文化財の調査について開発行為等に

おける小山市の包蔵地、埋蔵文化財調査の進捗状況についてご質問いただきました。答弁で

は、令和６年度に埋蔵文化財包蔵地における開発行為等のため提出された届出は、公共工事

を含めて２２４件あり、届け出の結果、確認調査及び工事立会を要すると指導した７４件のうち

調査済みは９割、未了となっているものが１割となっております。今年度は８月１日現在で１１０

件の届出があり、確認調査及び工事立合を要すると指導した４６件のうち、調査済みは４割、調

査等の調整中のものは２割、事業者の対応待ちのものは４割となっております。なお、確認調

査の結果、遺構等が検出され記録保存のため学芸員が実施する本調査は、令和６年度に３件

実施し、約１０か月間の期間を要しました。今年度は一件実施し、２カ月間で完了いたしました。

そのほか、令和８年度からの本調査に向けて協議中の案件が３件あり、それぞれ半年、１年間、

２年間の調査機関を要するものと見込んでおりますということで答弁させていただきました。 

続きまして４ページからになりますが、大内晃子議員から生涯スポーツ行政について、地域

の皆さんの対応についてご質問いただきました。答弁では、小山市のマラソン大会につきまし

ては、２０２４年からおやまスプリングマラソンを開催しており、第３回となる２０２６年大会に

つきましては、現在、大会実行委員会により準備を進めており、開催日につきましては、思川桜

が開花したコースを楽しむことが可能となる４月１２日を想定しており、コースにつきましては、

１０キロ及び３キロは前回大会と同様で、小学生が参加するコースは一部を変更し、ランナーの

安全面や観客が応援しやすいことなどを考慮し、小山市総合公園の周回コースを走行いただ

く１キロコースとするものです。市民の参加者や市外県外から参加される皆様には、思川桜を

はじめとした自然の魅力あふれるコースを楽しんでいただけるよう大会運営に努めてまいり

ますと答弁させていただきました。 

以上、生涯学習に関する主だったものをご説明いたしました。詳細につきましては、ご一読

いただければと思います。よろしくお願いします。   

〇濱口教育長 

はい。ありがとうございました。続きまして渡邉次長お願いします。 

〇渡邉生涯学習部次長 

はい。私の方からはございません。 

〇濱口教育長 

はい。それでは、報告事項にいきます。教育総務課日高課長お願いします。 
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〇日高教育総務課長 

はい。教育総務課です。まず１件目、９月３日大雨に伴う被害についてです。先ほど教育長か

らもお話がありましたが、今月３日に発生した大雨・突風による教育委員会関係施設の被害状

況について報告するものです。内容にある通り、学校施設等、車屋美術館・文化センター、文化

財等、公園等の被害状況につきまして、それぞれの担当課よりご報告させていただきます。ま

ず、学校支援課からお願いします。 

〇酒寄学校支援課長 

はい。学校支援課からは、学校施設の被害状況についてご報告させていただきます。お手元

の資料の別紙１をご覧ください。学校施設では３か所の被害がございましたが、いずれも人身

被害はございませんでした。 

１か所目が、大谷中学校屋外体育倉庫の屋根の破損です。写真をご覧いただけるとわかると

思いますが、状況としては屋根が吹き飛び、道路側の防球ネットに引っ掛かりまして、それ以上

は飛ばなかったというものです。防球ネットに引っ掛かったため、被害が広がらなかったのが

不幸中の幸いといえます。この倉庫は校舎と同じ昭和６０年に建てられたもので、大きさは３９

㎡でございます。対応としましては、まずは業者に依頼しまして、翌日の９月４日に庇を除いた

屋根部分を全部下におろして、危険ではない状態にしました。建物自体が建築後４０年経過し、

老朽化しているため、既存の建物を解体して新設する予定でございます。収容物につきまして

は、（３）の通りでございます。今後も使用するものにつきましては、学校の方で既に校舎の階

段下のスペースに移動させております。なお、収容物のうち、高跳び用マットにつきましては、

濡れてしまいまして、老朽化もしているため、倉庫新設と合わせまして新規購入する予定でご

ざいます。 

続きまして２か所目は、絹義務教育学校西校舎の瓦屋根の破損でございます。こちらも写真

を見ていただけるとわかりやすいと思いますが、鉄筋コンクリート造校舎３階建ての校舎北側

の軒先瓦が１０枚程度落下したものでございます。こちらは翌日に担当者が現地に参りまして、

危ないものは撤去いたしました。本格的には今後業者に依頼し、元の状態に修繕する予定でご

ざいます。 

続きまして３か所目は、小山城北小学校敷地北側の樹木２本の倒木でございます。倒木の位

置は３（１）の位置図の通りでございますが、児童や生活に支障はないとのことでしたので、応

急措置の裁断をしまして、敷地の端の方に仮置きしておりまして、今後撤去する予定でござい

ます。学校支援課の説明は以上でございます。よろしくお願いいたします。 

〇日高教育総務課長 

続きまして、生涯学習文化課お願いします。 

〇望月生涯学習文化課長 

はい。生涯学習文化課からは別紙２の方となります。まず１番目の車屋美術館ですが、美術

館の建物の文化財の指定を受けている漆喰の壁が一部剥離しまして、ご覧の通り落下した状

態になりました。こちらにつきましては、所有者が別におり、市がお借りしているものですので、
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所有者の方でご対応いただいているということでございます。そして２番目の文化センターで

すが、文化センターの大ホールの奥にある楽屋の上に屋上があるのですが、そちらのダクトの

上に木が繁茂しておりまして、風によって落ちた落ち葉がダクトにつまり、そこに雨水がたまり、

プールのような状態になっていたところオーバーフローして、低い館内の方に流れ込みました。

写真は、職員全員で掃きだしているところでございます。職員の懸命な作業によりまして、土

日のイベントには事なきを得ました。以上でございます。 

〇日高教育総務課長 

続きまして、文化財課お願いします。 

〇星場文化財課長 

はい。文化財課でございます。文化財課としましては、文化財等の被害状況についてご報告

させていただきます。まず１点目が国指定文化財寺野東遺跡についてです。こちらの中で倒木

がございましたが、史跡の毀損はありませんでした。続きまして２点目、県指定文化財愛宕塚

古墳についてでございます。こちらにつきましても、倒木がありましたが、史跡の毀損はありま

せんでした。続きまして３点目、市指定文化財間々田八幡宮のコナラについてでございます。

指定しておりますコナラの３本中１本につきまして枝折れがございました。なお、こちらの樹木

につきましては、生育不良のため経過観察をしている段階でございまして、今後、文化財保護

審議会において指定内容の変更を予定しております。続きまして４点目、市指定文化財中里神

社本殿になります。こちらにつきましても、倒木がございまして、本殿の建屋の一部に毀損が

ございました。続きまして５点目、未指定文化財高椅神社でございます。こちらにつきましては、

楼門の方が県指定ですが、本殿の方は指定ではございませんでした。こちらは、敷地内で倒木

がございまして、本殿及び拝殿の間辺りに倒れ、損壊したという状況です。続きまして６点目、

未指定文化財の愛宕神社は、先ほどの愛宕塚古墳と同じ敷地になるのですが、こちらについ

ては参道等において倒木が発生しております。続きまして７点目、梁にあります未指定文化財

八幡宮においても倒木の発生が報告されております。その他、公共施設等の被害としまして、

寺野東遺跡のフェンスにつきましては、隣接する山林からの倒木がございまして、フェンスが

毀損しました。しかし、史跡に対しての毀損はありませんでした。文化財課からは以上となりま

す。 

〇日高教育総務課長 

続きまして、生涯スポーツ課お願いします。 

〇篠崎生涯スポーツ課長 

はい。生涯スポーツ課です。別紙４になります。まず（１）のあけぼの公園につきましては、倒

木の影響で一部停電が発生しましたが、翌日復旧対応済みとなっております。（２）小山運動公

園テニスコートです。こちらにつきましては、テニスコートの上にフェンスがありまして、倒木に

よりフェンスの一部が破損し、木が一部テニスコートに入ってしまいました。その影響で、８コー

トあるうち、４コートが一部使用中止となりましたが、こちらにつきましても翌日木の方を撤去

いたしまして復旧対応済みとなっております。フェンスにつきましては、まだ完全に治っており
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ませんので、この後随時対応していきます。続きまして、次のページの（３）小山ベースボールビ

レッジ、旧梁小にあり、校庭や屋内で野球を練習する施設になります。こちらも倒木が発生しま

したが、同様に撤去の方が完了しております。最後に（４）小山市立体育館でございます。同じ

ように倒木が発生しましたが、駐車場等にはかかっておらず、被害はありませんでした。説明は

以上となります。よろしくお願いします。 

〇日高教育総務課長 

被害についての報告は以上となります。 

〇濱口教育長 

ありがとうございます。この後も長くなりそうですので、ここで一度質疑を受けて、その後、

教育総務課の議題に入りたいと思います。これまでの報告事項等で委員の皆様から何か質疑

等ありましたらお願いします。奥中委員お願いします。 

〇奥中委員 

こども未来部上野部長からお話がありました石川議員の質問に対しての答弁ですが、こども

食堂については桑の方でも「桑思桑愛（そうしそうあい）」というグループが新たにできて、こど

も食堂を開設していきます。私も実際にそこに食べに行き、少し寄付をしておりますが、この取

り組みに市も協力するということで非常に結構なことだと思います。ですが、今はこどもたち

だけではなく、例えば高齢者たちもいろいろ問題を抱えているので、こども食堂は、全国的に

はみんなの食堂になる方向に動いているわけです。桑も後々はそのようになっていくのだろう

と思います。しかし、このこども食堂は、こどもたちやあるいは高齢者に対する施策が十分で

ないことによって、民間やボランティアによって補っているものであるため、根本的な解決と

は少し異なるのではないか思っています。こども食堂への支援は大変いいことだと思います

が、弱者に対する救済は、本来なら政治や行政が根本的なところで対応するべきではないかと

私は思っております。ですので、その辺りを小山市としてはどう考えているのか、何かあれば

伺いしたいです。 

〇濱口教育長 

はい。お願いします。 

〇櫻井子育て家庭支援課長 

子育て家庭支援課でございます。ただいまのご質問にお答え申し上げます。子育て家庭支援

課が担当しているのはあくまで児童福祉ということになりますが、今、民間の方のお力を借り

ながら、いろいろな事業について展開しているところでございます。委員さんがおっしゃった、

広くいろいろな世代にわたる複合的な問題解決というところでは、今後庁内連携も含めて対

応していかなければいけないと担当課としては考えております。しかし、まずは課題で出され

ました、こども食堂・みんなの食堂の支援について、担当課としてできる部分をこども食堂さ

んたちと一緒に考えながら、さらに全体的な問題への対応については、教育委員会そして保健

福祉部ともに、改めて考えの場を持つことが必要であるというふうに考えております。よろし

くお願いします。 
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〇奥中委員 

はい。頑張ってください。 

〇濱口教育長 

はい。あとはよろしいですか。この答弁について追加はありますか。私も、この点は大きな課

題だと思います。ほかにございますか。高橋委員お願いします。 

〇高橋委員 

またこども食堂の件なのですが、私が住んでいる地域でも定期的に開かれていて食べに行

かれる方もおられますが、ご家庭ごとにこども食堂の捉え方にとても差があると感じておりま

す。地域の交流の場として楽しんでいただきたいという方もいる一方で、こども達の貧困対策

と謳っているだけあり、自分たちが食べに行くことで自分の家が貧困と思われるのが嫌だとし

て行かない方、そこまで食に困っていないのに自分たちが食べに行くことで本当に必要なこど

もたちに届かないということで敬遠される方もいらっしゃいます。こども食堂を実際に運営し

ている方にもお伺いしましたが、やはり貧困対策というところはありますが、いろいろな方に

食べに来ていただいて状況を知ってもらうことにより、そこからボランティアにつながるとい

うこともあるので、皆さんに来ていただきたいということをおっしゃっていたので、その辺り

の市としての周知の仕方をぜひ前向きにやっていただきたいと思うことが１つです。 

もう１つは、こども食堂があるのは知っているけれども食べに行かないという方の中に、お

子さんの食物アレルギーがあるからという方がいらっしゃいました。しかし、こども食堂はボラ

ンティアですので、余った食材等を用いて活動するため、アレルギー対策を行うことは難しい

とこども食堂の方がおっしゃっていました。しかし、その中でも、食材や製造日を表記してもら

うだけでも食べやすくなるということを親御さんがおっしゃっていたので、そういった対策を

こども食堂の方々に掛け合っていただければと思います。 

〇濱口教育長 

はい。櫻井課長お願いします。 

〇櫻井子育て家庭支援課長 

ただいまのご意見にお答え申し上げます。まず、周知に関しては、実情、各団体様の方にお

任せしておりまして、児童全員にチラシを配付しているところもあれば、SNS のみという形で

行っているところもあります。市としてどこまでできるかというところについても、検討をして

いきたいと思っております。また、アレルギー対策につきましても、成分表示まで追いついてい

ないのが実情だと思いますので、その辺りのご意見があるということにつきましてもこども食

堂の方々と今後情報共有してまいりたいと思います。以上よろしくお願いいたします。 

〇高橋委員 

ありがとうございます。 

〇濱口教育長 

はい。ほかにいかがでしょうか。大橋委員お願いします。 

〇大橋委員 
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質問というよりは情報提供になるのですけれども、奥中委員の方からお話がありました、こ

どもだけではなくて、みんなの食堂にという考え方ですけれども、私が時々娯楽のために行っ

ている高齢者のサロンの施設が結城街道沿いにあります。基本的には高齢者の集まりですけ

れども、久々にのぞいた時に、第１回こども食堂の看板が出ていました。私が行ったときは、食

事が終わった後でしたので片付けの最中でしたが、高齢者が集まるところに中学生の不登校

のこどもがいました。また、私は会わなかったのですが、親子で来られる方もいるそうです。幅

広い世代が集まり月１回開催しており、順調だと言っていました。以上、情報提供でした。 

〇濱口教育長 

これについてはよろしいですかね。ほかにいかがですか。よろしいですか。 

〇全員 

はい。 

〇濱口教育長 

はい。それでは会議が開始してから１時間以上経ちましたので、ここで一度休憩したいと思

います。再開を１５時２０分とさせていただきます。教育総務課の報告事項から再開したいと思

いますのでよろしくお願いします。では休憩に入ります。 

 

～休憩後～ 

 

〇濱口教育長 

はい。それでは会議を再開したいと思います。寄付受け入れについてということで、教育総

務課お願いします。 

〇日高教育総務課長 

資料１ページをご覧ください。寄付受け入れについて報告させていただきます。上から、現

金５万円がこども政策課へ、児童生徒交流基金として寄付がございました。２行目、米５キログ

ラム２２袋が、青少年支援課へ、小山市のこどものためにということで寄付がございました。３

行目、剣道防具１式が小山第三中学校へ教材としてということで寄付がございました。次から

２ページの１行目までが、中央図書館へ図書の寄付が１０件、２ページの２行目以降博物館への

寄付が８件ございました。名称等につきましては、記載の通りとなります。よろしくお願いしま

す。 

〇濱口教育長 

はい。続けてお願いします。 

〇日高教育総務課長 

はい。続きまして３ページをご覧ください。第７２回教育文化保健体育功労者表彰式の挙行

についてでございます。小山市の教育・文化の振興発展に貢献し、その功績が顕著なもの及び

ほかの模範となる業績又は行為のあった個人及び団体に対して表彰を行うものです。例年１

月下旬から２月上旬に開催しておりますが、今年度は都合により、令和８年３月１２日木曜日午
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後４時から文化センター大ホールで開催いたします。資料としまして、表彰規則を４ページに、

施行規程を４ページ・5ページに記載しております。その他といたしまして、１２月の定例教育委

員会におきまして、被表彰者の決定を審議事項として上げさせていただきますのでどうぞよ

ろしくお願いいたします。 

 続きまして、６ページをご覧ください。同じく表彰に関してとなります。教育文化保健体育功

労者表彰の内申方法等の変更についてです。表彰者については、各課・学校・スポーツ協会か

らの内申を受け、選考審査会で審議の後、教育委員会で選考し決定しております。近年、個人

で参加する大会などで顕著な功績を上げるケースが多くみられるようになったため、より多く

の功績に対し表彰の機会を増やすため、今年度から表彰の申請等を見直すものです。３番の変

更内容ですが、１つ目が内申方法を追加いたします。「優良団体（競技団体（個人を含む））」につ

きまして、学校からの内申対象を「学校及び学校が所管する団体等が申込をした大会等で受賞

した団体又は個人」に限定するとともに、個人からの内申も新たに受け付ける方法を追加いた

します。こちらは、部活動等の大会は今まで通り学校から内申していただき、個人で申し込ん

だ大会については個人から内申していただくというもので、新たに個人からの内申も受け付

けるものです。２つ目は、追加表彰式の挙行です。例年１月下旬から２月上旬に開催している表

彰式に間に合わなかった方を対象に、３月下旬に追加表彰式を開催いたします。次のページを

ご覧ください。昨年度令和６年度と今年度を比較したものになります。内申の方法ですが、令

和６年度は学校が関与するものにかかわらず、学校を通して内申を受け付けていました。今年

度からは、右の表の通り、学校からの内申については、学校または学校が所管する団体が申し

込んだ大会に限定し、それ以外の個人や団体等で申込した大会については、個人から新たに受

け付けるようにいたします。次に表彰方法です。昨年度までは表彰の方法は、表彰式・追加表

彰として対応しており、表彰式に間に合わなかったものについては追加表彰として、表彰状等

を学校を通してお渡ししておりました。今年度からは右の表の通り、３月末に小規模な表彰式

を追加で開催します。できるだけ多くの方に表彰式に参加していただけるように表彰方法を

見直しました。以上、よろしくお願いいたします。 

〇濱口教育長 

はい。それでは続きまして、こども政策課田中課長お願いします。 

〇田中こども政策課課長 

はい。それでは、こども政策課の方から３点ご報告させていただきます。資料の方は１１ペー

ジからとなります。 

１件目は、おやまこどもプランすごろくについてでございます。このすごろくにつきましては、

今、目の前に実物をご用意させていただいております。このすごろくを作成した趣旨につきま

しては、現在、昨年作成したこどもを主体とする、おやまこどもプランの概要版の作成をしてお

ります。これに伴いまして、どのようにこどもたちに伝えれば理解してくれるのか、それから、

こどもから直接声を聞くということをどのようにやっていくのかというところを担当の方で考

えた結果、そのツールとして、遊びながら学ぶということが良いとのことからすごろく作成をし
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ました。今回、夏休みの機会に、学童保育クラブ５ヶ所で、試験的にこれを使ったすごろく遊び

を実施しました。若木小・小山城北小・大谷北小・間々田小・そして小山城東小の方で実施しま

して、１１４名、指導員１６名ということで体験をしていただきまして、非常に好評でありました。

そのため、今後はこのすごろくをこどもの声を聞き、このプランを伝えるツールとして活用を

図っていきたいというふうに考えているところです。今後予定しておりますのが、１０月１２日

のこども会育成会主催のおやまこどもフェスティバルの方で、このすごろくを４メートル×５メ

ートルに拡大しまして、実際にこどもが駒になって体験していただくリアル版すごろくを実施し

たいというふうに考えております。昨日開催いたしました９月１５日のまんなかラウンドテーブ

ルの方で展示を参考にさせていただきまして、これを実際使ってみたいという声が結構ござ

いますので、今後は貸出等も含めた検討をしていきたいと思っております。 

２件目が１２ページになりますが、放課後こどもの居場所カラフルタイム開所についてでござ

います。カラフルタイムにつきましては、すでに説明をしているところでございますが、資料の

中程にあります通り、開所式の方を実施しております。小山城南小学校が８月２９日、中小学校

が８月３０日ということで、開所式とプレ体験を実施いたしました。次に１３ページに登録者情

報を記載しております。小山城南小学校につきましては児童数が５１６名に対しまして、登録者

数 118 名ということで 23％、中小学校につきましては、寒川小学校の児童と合わせまして１

０２名の児童数のうち４０名の登録、4５％のご登録をいただいております。９月１日の開始で

ありますことから、学童保育の登録については、年度途中のため人数が少なくなっております。

お配りしているカラー版の資料をご覧ください。開所した以降の様子について説明いたします。

上の写真にありますとおり、入室・退室につきましてはＱＲコードを使いまして、入退室の管理

を行っております。ここでは個人情報が入っていませんので、このカードは基本的には教室の

方に備え付けております。また寒川小の児童は、こちらのバスで移動しております。実際の活

動の状況については写真のとおりでございますが、小山城南小学校の方では、工作やランタン

作りが子どもたちには喜ばれているようです。また中小につきましては、この写真の通り体育

館でドッチボールをしたり、それぞれの場所で本を読んだり遊んだりと楽しく過ごしているよ

うです。実際の開所からの２週間の利用状況推移を下に載せています。おおむね小山城南小学

校につきましては、当初２０名ぐらいのところから今現在３０名から４０名の推移というところ

で、少しずつ利用者が増えている状況です。また中小学校につきましては、現在２０名から３０

名というところで推移しております。小山城南小学校の方が少し少ない状況でございますが、

今後も増やしていけたらというふうに考えています。カラフルタイムについては以上でござい

ます。 

続きまして３件目になります。１４ページ、第１回小山市こどもまんなかラウンドテーブルにつ

いてでございます。ラウンドテーブルにつきましては７月１９日にプレイベントとしてワークショ

ップを開催いたしました。その後９月１５日に第１回を開催いたしました。教育委員の皆様方に

もワークショップ、それから第１回の方にご出席いただきましてありがとうございました。第１

回こどもまんなかラウンドテーブルにつきましては、参加者総数５８名にご参加いただきまし
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た。テーマ１、テーマ２ということで分かれましたが、テーマ１が１８名、テーマ２が２４名、傍聴１

６名という参加状況になりました。このテーマ設定につきましては、４月１９日のワークショップ

でいただいた意見を整理いたしまして、本日別紙でお配りしておりますワークショップのまと

めの方からテーマ設定をしております。こちらは、まず導入として、情報の部分それからこども

の部分ということで情報発信というのをテーマ１に、こどもの声を聞くというのをテーマ２とし

て、皆様にお話しをいただいたところでございます。また、今回意見をいただいたものにつき

ましては、今回のワークショップまとめのように整理をしたものを作成いたしまして、ホームペ

ージに公表するとともに、参加いただいた方にフィードバックをし、次回のラウンドテーブルに

繋げていくということを考えているところでございます。次回につきましては、１２月７日日曜

日に予定しております。今後の取り扱うテーマについてはまだ確定しておりませんが、このワ

ークショップのまとめの中から題材として取り上げる、または、今後市でその時取り扱いたい

テーマを考えていきたいと思います。１５ページの方にはラウンドテーブルのイメージとして載

せていますが、真ん中のラウンドテーブルと書かれているところがラウンドテーブルで行う内

容で、①情報交換・課題の共有、②課題解決に向けた検討・連携、③施策についての意見交換

になります。扱う課題としましてはこどもの課題としての個別課題の他、ラウンドテーブルに参

加される方にとってメリットを感じでいただけるような団体の課題等も取り上げまして、より

皆さんがモチベーション高くご参加いただけるようなラウンドテーブルのテーマ設定をしてい

きたいと考えております。今後の予定としまして、第２回の１２月７日の後、今年度は２月に第３

回として今年度の総括的なラウンドテーブルを実施すると考えております。来年度も年３回程

度を行う上に、こどもからの意見を聞くということも実施していきたいと思っております。こど

も政策課の説明は以上でございます。よろしくお願いいたします。 

〇濱口教育長 

はい。それでは青少年支援課井口課長お願いします。 

〇井口青少年支援課長 

はい。青少年支援課からの報告でございます。資料は１６ページをお願いいたします。１点目

は、第２０回小山市青少年健全育成大会の開催についてでございます。２の趣旨にもあるとお

り、子ども・若者育成支援強調月間である１１月に実施いたします。日時につきましては、令和７

年１１月１５日の土曜日１４時から１６時３０分までを予定しております。会場は、小山市立文化セ

ンター大ホールでございます。続きまして、資料１７ページをお願いいたします。９の大会次第

です。第１部は開会行事、第２部は青少年の主張作文発表が行われます。その後のアトラクショ

ンは小山城南中学校文芸部に依頼しており、名作絵本星の王子様と小山の伝説思いの川を取

り扱うと伺っております。そして第３部は閉会行事でございます。教育委員の皆様にはぜひと

もご臨席いただきたいところでございます。また、第１部開会行事における開会の言葉と第３

部閉会行事における閉会の言葉を代表２人の委員にお願いしたく存じます。なお、昨年度は岩

井委員と荒井委員にご担当いただきました。もしよろしければこの場で決めていただけたら、
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大変ありがたいところです。それを踏まえまして、来週正式な臨席願いを発送させていただき

ます。どうぞよろしくお願いいたします。以上です。 

〇濱口教育長 

はい。それでは教育委員の方の選手を依頼されたわけですが、この件だけ先に決めておき

たいと思います。いかがですか。開会の言葉は岩井委員、閉会の言葉は奥中委員に引き受けて

いただくということでお願いします。次に、子育て家庭支援課櫻井課長お願いします。 

〇櫻井子育て家庭支援課長 

よろしくお願いいたします。資料の方は１８ページをご覧ください。件名は、小山妊産婦等見

守り生活援助事業についてご報告をさせていただきます。趣旨は、令和７年１０月１日より新た

に「小山市妊産婦等見守り生活支援事業」を開始いたします。本事業は特に支援が必要な妊婦

や母子等に対し、食事等日常生活の支援や、妊産婦児童の養育にかかわる相談、助言を行うこ

とで、妊産婦の負担軽減や精神的な安定を図り、児童虐待および不適切な養育そしてそれらの

連鎖を防ぐことを目的に実施するものでございます。対象者は市内在住者で、次のいずれか

に該当する方ということで、出産後の養育で出産前から支援を行うことが特に認められる妊

婦。こちらは児童福祉法上、特定妊婦と言われる方になります。具体的には、若年妊娠や支援

者不在、経済的不安等複合的な問題を抱える妊婦、そして妊婦健診未受診の方などになります。

２といたしまして、母体の心身の健康上、安心安全に出産できるよう、支援が必要と判断され

た妊婦、こちらは母子保健法上要支援妊婦と言われるものでございます。具体的には多胎妊

娠、高齢出産、出産育児に不安を抱える方等です。さらに３といたしましては、それらの妊婦が

出産した後の母子等ということで、お子様については、幼児施設に入る前までを目安に出産後

においても引き続き支援が必要であると認められる方というふうにしております。４の支援内

容でございます。支援者に応じたサポートプランを策定します。そして、対象者への相談援助、

居場所での支援、電話メール、ＳＮＳ、そして家庭訪問での相談助言を行います。そして３番、対

象者の自立に有益な支援として、食事や入浴等提供、医療機関等への同行支援、関係機関との

つなぎを行います。さらに、こちらの事業の特徴としまして、居場所と対象者家庭の送迎支援

も行います。利用者負担については原則無料となっております。実施方法ですが、こちらは直

営ではなく、認定ＮＰＯ法人そらいろコアラさんの方に業務委託をすることになっております。

そらいろコアラさんにつきましてはご存じの方も多いかと思いますが、昨年度第１５回地域再

生大賞、とちぎ次世代の力大賞などを受賞した、妊娠出産子育てに尽力されているＮＰＯ法人

になります。運営場所としましては、乙女の方に１軒家を確保していただいております。８番の

その他に書かせていただいておりますが、この事業の開始を記念しまして、そらいろコアラさ

んの方が主体となって１９ページにございます、「そらいろコアラ主催講演会」というものを９月

２９の月曜日に生涯学習センターの方で開催が予定されております。講話としてこども家庭庁

の方からも、長官官房付参事官補佐花房様がいらっしゃってご講話いただけることになってお

りますので、お時間がございましたらぜひご参加をいただければと思います。以上よろしくお

願いいたします。 



19 

 

〇濱口教育長 

はい。それでは、保育課中林課長お願いします。 

〇中林保育課長 

はい。保育課からは、先ほどの議会答弁の中で上野部長から報告がございました、小山市乳

児等通園支援事業（誰でも通園制度）の実施についてのご報告をさせていただきます。概要に

つきましては、上野部長より説明いただきましたので、補足的な説明を私の方からさせていた

だきます。小山市においては、本年度から公立の保育所にて、当該事業を実施したいと考えて

おります。民間の保育園・認定こども園ですと、入居者がほぼ満杯に入っており、新たにこの誰

でも通園制度の枠を準備するというのが現実的に難しいことから、まずは公立保育所で試行

的に実施をし、今後小山市でどういった形で拡充していくかを検討させていただきたいと考

えているからでございます。９月定例会に条例を報告いたしまして、今月末議決をいただきま

した後、１０月１日から公立やはた保育所と出井保育所の２ヶ所において実施をしたいと考えて

おります。それぞれお預かりできるお子様の数は３名ずつに設定させていただいておりまして、

利用できる時間につきましても、月曜日から金曜日の平日、午前９時半から１１時半の２時間に

設定させていただきまして、おやつ・給食等の提供はない形での実施をさせていただきたいと

考えてございます。また、こちらの予約につきましては、先ほど部長の方から説明がありました、

専用の受付フォームに入力いただきまして、実際に運営する園ともウェブ上でやりとりをして

いただきます。ですが、保育所の方から、利用の前に一度お子様の状況を見させていただきた

いということで、オリエンテーションを実施させていただきまして、その結果、利用が可能と認

定されたお子様に対し、改めて予約をとってお使いいただく形になります。月１０時間が上限

になりまして、１日最大２時間利用ができますので、５日から１０日程度の利用が可能な制度と

いう形になってございます。こちらリーフレットを参考資料として２２ページから２３ページに

つけさせていただきましたが、従来の一時預りと違い、集団保育に参加する形で使っていただ

くものですので、予約は１週間前にしていただきまして、その間にオリエンテーションを受けて

いただき、実際指定していただいた日時でお使いいただくという運用を想定してございます。

小山市内での未就学児は１０００人を超えていらっしゃいます。先ほど申し上げた人数のお預

かりですので、ニーズを全て賄うことは正直難しいと考えておりますが、どういった形で今後

広げていけるかどうかについて、この令和７年度以降、市とそれから民間の団体の方々と協議

して進めていきたいというふうに考えている制度でございます。以上よろしくお願いいたしま

す。 

〇濱口教育長 

はい。それでは、続いて生涯学習文化課望月課長お願いします。 

〇望月生涯学習文化課長 

はい。よろしくお願いします。生涯学習文化課からは２点ご報告させていただきます。１点目

は２４ページの、第２１回ハンドベルフェスタ in OYAMA の開催についてでございます。今年
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で第２１回目となります。日時は１０月１９日の日曜日、会場は文化センターでございます。今年

の参加チームは１７チームで、ご覧の通りとなっております。入場料は無料でございます。 

そして、２５ページですが、こちらは、第７０回小山市民文化祭および第３３回小山市文化振

興大会の開催についてでございます。市民による文化芸術活動発表の場として、小山市民文

化祭を実施いたします。日時は、１１月１日から３０日までの１か月となります。会場は文化セン

ター、中央公民館、道の駅思川で実施いたします。次のページに一覧が載っておりますので、ご

覧になっていただければと思います。そして、初日の１１月１日は小山市文化振興大会と位置付

けまして、今年は小山市交響吹奏楽団、間々田中学校吹奏楽部による吹奏楽の演奏に、小山市

評定ふるさと大使の小川栞奈さんの合唱を混ぜたコラボレーションを行っていただきます。こ

ちらについても入場料は無料となってございますので、先ほどのハンドベルフェスタと併せま

して、お時間がございましたらご来場いただければと思います。以上、よろしくお願いします。 

〇濱口教育長 

はい。それでは、中央図書館の江藤館長お願いします。 

〇江藤中央図書館長 

はい。それでは２７ページをお開きください。中央図書館からは、「ビブリオバトル in 小山市

立中央図書館～あなたの”推し本”教えてください～」の開催についてご紹介します。中央図書

館では、今年度８年ぶりに、読書を通じた交流と読書活動の推進を図るため、お気に入りの本

を紹介し合うコミュニケーションゲーム、ビブリオバトルを開催します。ビブリオバトルとは、発

表参加者が読んで面白いと思った本を１冊持ち寄り、１人ずつ順番に本の紹介ディスカッショ

ンを行った後、どの本が一番読みたくなったかを基準とした投票を参加者全員で行い、最多票

を集めたものをチャンプ本とする知的書評合戦のことです。開催日については１０月２６日日

曜日午後２時から４時で、会場は中央図書館視聴覚ホールです。発表参加者は中学生以上の方

８名で、観戦者は小学生以上の方６０名の定員でお申し込みを受け付けています。ご興味がご

ざいましたら、発表参加者・観戦者どちらでも結構ですので、ぜひご参加いただければと思い

ます。どうぞよろしくお願いいたします。以上です。 

〇濱口教育長 

はい。それでは報告事項が一通り終わりました。そこで、委員の方から報告事項について質

問やご意見がありましたらお願いしたいと思います。いかがでしょうか。奥中委員お願いしま

す。 

〇奥中委員 

はい。１１ページのこども政策課のおやまこどもすごろくプランについて伺います。こちらは

大変カラフルでとても良いと思います。そして、このリアル版を１０月１２日に行われる小山こ

どもフェスティバルで披露するということですが、桑の方では桑子連というこども会の組織が

あり、過去２・３年ジャンボかるた大会を開催しています。小山の特徴をかるたにして子どもた

ちに行ってもらうのですが、人気があって参加者も多いです。おそらく、こどもすごろくプラン

も今後そういうようになるのではないかと思います。ただ問題になるのは、広報の仕方です。
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各学校に案内などを出すと、その案内を配布する方法は学校裁量となっていると思います。場

合によっては学校で配らないところもあり、そうすると温度差が生まれ、桑の際には知らなか

った子ども達もいました。せっかく良い行事で、子どもたちも楽しめると思うので、できるだけ

広報をこどもたちの手に届くようにしていただきたいです。ですので、この広報の仕方につい

てなにか具体的な方法があればお聞きしたいです。 

〇濱口教育長 

田中課長お願いします。 

〇田中こども政策課長 

はい。すごろくにつきましては、夏休みに試験的に実施し、反応を確かめるというところから

始めております。このゲームの中には、このプランの説明をしたり、実際にこどもから話を聞い

たりという過程があります。ただこども達が遊ぶものとしてしまうと、こどもたちにとってはす

ごろくを体験したが心に残らないものとなってしまうので、そのあたりをうまく誘導してくれ

る大人が必要であるというのが実際に参加した感想です。この辺りをいろいろな方に担って

いただくということを考えながら、実際に進めていくことが必要だと思っています。まだ検討

段階ではございますけれども、いろいろ整えた段階等で学校への周知を行っていきたいと考

えております。 

〇奥中委員 

はい。せっかくですので、できるだけたくさんのこども達に参加してもらえるようにしてほし

です。 

〇田中こども政策課長 

はい。まずはこういうものができたということを知っていただく機会として、イベントを行っ

ていきたいと思っております。以上でございます。 

〇濱口教育長 

他にいかがでしょうか。岩井委員お願いします。 

〇岩井委員 

はい。１６ページの第１０回青少年健全育成大会の開催について質問させていただきます。こ

ちらの評価の報告書の７１ページ、意見聴取会における評価を読ませてもらいました。ここにも

書いてありますが、毎年小中学生の参加者は「非常に真面目で自分たちの考えや思いを発表し

ていて、会場の参加者の皆さんも共感しあえるということ」と書いてあります。その一方、毎年

高校生や２０歳の参加者が少ないというのが現状です。小中学生が来るとその家族や学校の

先生等関係者も必ずついてくるということもあるので、世論的に問題があるかわからないの

ですが、思い切って小中学生のみの参加の大会というふうに変えることはできないのでしょう

か。以上です。 

〇井口青少年支援課長 

ただいまのご質問にお答え申し上げます。まず課題としましては、小中学生からの作文は集

まるものの、高校生・２０歳の年代の方からは昨年度まで集まらない状況でございました。それ
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を受けまして、今年度は担当者の方が高校・大学・専門学校の方に伺いまして、ご説明をしてみ

ましたところ、数十点の作文ではありますが集まったところでございます。今、その作文を厳選

しながら、今年度は数点の作文の発表をしていただこうと思っているところでございますが、

いろいろな課題を踏まえながら、それがより良い方向であるのか、また、小・中学生に絞るのか

というのも含めまして、今後検討させていただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

〇濱口教育長 

はい。ほかにいかがでしょうか。はい。大橋委員お願いします。 

〇大橋委員 

１８ページの小山市妊産婦等見守り生活援助事業についてですが、とても素晴らしい取り組

みだと思います。今年度の１０月から始まるということですが、担当課で対象者がどのくらい

いるのか把握していらっしゃるかどうかというのが１点。また、こちらは委託事業ですので、参

考までに委託料を教えていただければと思います。 

〇櫻井子育て家庭支援課長 

はい。ただいまのご質問にお答え申し上げます。この事業の対象者ですが、妊婦の方が中心

になりますが、いわゆる特定妊婦といわれる方がだいたい１０件ぐらい、そして、要支援妊婦と

言われる方が１５件前後です。これから具体的には１０月開始に向けて、対象の方にサービス利

用について、おすすめをしていく形になっております。そして２点目の委託料についてですが、

今年度は最初の設備整備費と半年間の運営費を含めまして半年間で約５７０万という形でお

願いをしているところでございます。以上でございます。よろしくお願いいたします。 

〇大橋委員 

はい。ありがとうございます。ここでいう妊産婦健診未受診者は特定妊婦の方にふくまれて

いるのでしょうか。 

〇櫻井子育て家庭支援課長 

 未受診者というのは全く受診してない、もしくは数回で途切れてしまっている方が妊産婦健

診未受診者となりまして、現在の手持ち資料ですと、特定妊婦として含まれています。よろしく

お願いします。 

〇大橋委員 

 ありがとうございます。いろいろ新規の事業ですので、大変だと思いますが、無料でサービス

が受けられるということで、ぜひうまく回るように応援しております。以上です。 

〇濱口教育長 

よろしくお願いいたします。ほかにいかがですか。岩井委員お願いします。 

〇岩井委員 

はい。１２ページのこどもの居場所放課後カラフルタイムの中小についてです。現在穂積小に

は民間の学童保育が運営しているわけではありますが、将来は美田地区の適正配置というこ

とで、穂積小や美田中も含めた構想が将来的にはあると思います。そこで、今回、中小を利用
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してのカラフルタイムの際に、穂積小学区のこどもたちは募集の対象に入れたのか。また、対

象としてない場合には、今後、募集の対象としていくのかについて意見があれば伺いたいです。 

〇濱口教育長 

田中課長お願いします。 

〇田中こども政策課長 

はい。ただいまのご質問にお答え申し上げます。当初、穂積小を含めた寒川小の２校をバス

で送迎するという案もございました。しかし、実際検討段階で運営する事業者側にご意見を聞

きましたところ、今まで他にそういった事例がなく、スタート当初からは一度に行うことは難し

いという事情がございました。より学童の整備状況等を踏まえた結果、まず寒川小の方をバス

送迎としてスタートしたという経緯がございます。今後につきましては、現状、穂積小の児童の

送迎をできるのかは未定でございます。モデル校期間中は、実施する予定はないと思います。

寒川小の今の利用の状況ですが、まだスタートして間もないところではございますが、正直利

用者数が少ない状況ですので、今後の寒川小の利用の推移を確認しながら、穂積小の方も考

えていくようになると思います。現段階としては、このような流れになります。よろしくお願い

します。 

〇岩井委員 

 ありがとうございます。 

〇濱口教育長 

他にいかがでしょうか。高橋委員お願いします。 

〇高橋委員 

３つございます。まず１つ目が、１４ページの小山市こどもまんなかラウンドテーブルについ

てです。私はプレイベントの方にしか参加できてはいないのですが、７月の時はたくさんの団

体の方が参加し、いろいろな意見を積極的に出していただいて、こどものことをこんなに考え

てくれる人がいるのかということにとてもありがたい気持ちでした。９月の方は参加できなか

ったのですが、こどもの声を拾い上げるというテーマでお話しいただいていると思うのですが、

１５ページのこどもまんなかラウンドテーブルのイメージの目標にもありますが、こどもが発信

するまちと書かれています。今は、大人がこどもに寄り添ってどうしていくかを話していると

思いますが、いずれはこども自身が主体となってラウンドテーブルに一緒に座るということを

イメージされているのでしょうか。今後のプランがあればお伺いしたいというのが１点目です。 

２点目が、１８ページの小山市妊産婦等見守り生活援助事業についてです。私の知識不足で

したら申し訳ないのですが、この対象者を拾い上げる方法をどのようにしているのかお聞きし

たいです。２番や３番は、おそらく医療機関を受診されたりしながら判断されていくものだと

思うのですが、１番の出産前から支援を行うことが特に認められる妊婦さんについては、実際

に当事者が声を上げないと見つけられないのではないかと個人的には思っています。そのよ

うな方をどのように拾い上げていくのかもし方法があればお伺いしたいです。 
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３点目が、２０ページの小山市乳児等通園支援事業の実施についてです。こどもはいろいろ

な刺激を受けて成長する上に、親も早いうちから幼稚園の先生に接することでいろいろな安

心感を得られると思うので、この通園制度はとても良い制度だと思います。その一方で、保育

所の先生の負担が増えると大変だと思っていたので、現時点で可能な範囲でお子さんの数を

絞ったり、時間制限を設けたりしている点は、とても良い始め方ではないかと思います。一方、

こども家庭庁の資料を拝見したのですが、誰でも通園制度と書いている通り、発達や成長に特

性があるお子さんや医療的ケアを必要としているお子さんも受け入れると書いてありました

ので、小山市としても今後そういったことも考えているのかお伺いしたいです。以上です。 

〇濱口教育長 

 はい。ではまず、こどもまんなかラウンドテーブルについて、将来こどもを参加させる予定は

あるのかというお話がありました。田中課長お願いします。 

〇田中こども政策課長 

 はい。ただいまのご質問にお答え申し上げます。ラウンドテーブル自体が、お子さんや若者に

参加していただくこと、そして、こどもや子育て中の保護者に集まっていただいてそこで声を

聞くという大きく２つの目的が考えられます。なかなか、こどもが大人の中に入って話をする

とういことはまだ少しハードルが高いということもございまして、我々としましては、まずは保

護者の方からご意見を頂くという方向で考えております。今後は、こども子育てフォーラムを

開催していく予定でして、それを実施する上で運営委員さんをラウンドテーブルにご参加して

いただいた中から、募集させていただくという告知をさせていただきました。５名程度の募集

に８名程度の応募を頂いたと伺っております。そのようなことで、ラウンドテーブルの５名のコ

アメンバーに加えて子育てフォーラムの運営委員さんを増やした中で、お子さんや若者、保護

者からの意見を聞く機会を設定していくということで対応しております。以上でございます。 

〇高橋委員 

 ありがとうございます。 

〇濱口教育長 

 ２つ目の妊産婦の見守りについては、対象者を拾い上げる方法ということで質問がありまし

た。櫻井課長お願いします。 

〇櫻井子育て家庭支援課長 

はい。よろしくお願いします。対象者の把握方法につきましては、まず妊娠された妊婦さん

につきましては、妊娠届け出時に保健師・助産師等が全数面接というのをこども家庭センター

でさせていただいております。こちらにつきましては、まさに支援が必要な妊婦さんやご家庭

を把握することを目的に実施しておりまして、妊婦さんの心身の状況や、妊娠出産歴、家族状

況、それから心配事の有無等についてアンケートをつけていただいて、対面でさらに面接をさ

せていただきまして、そちらを後ほど点数化しまして、その点数によってその後カンファレンス

を実施しております。そのカンファレンスを経て、要支援かどうかについて判断をさせていた

だいております。ただ、先ほどおっしゃっていた未受診妊婦、全く妊婦健診を受診していない、
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いわゆる飛び込み出産になってしまう方については本当に把握が困難でして、一度でも妊娠

届け出をしていただいたり、産婦人科を受診していただければ、その後は何らかの形で市にご

連絡をいただいて、支援に繋げることができるようにはなっているのですが、やはり年間数例

飛び込み出産というようなものがあるのも事実でございます。こちらに関しましても産婦人科

さんと連携をさせていただきながら、できるだけ未受診妊婦がなくなるようにしておりますと

ともに、そらいろコアラさんの方では「コアライン」といいまして、ライン上で予期せぬ妊娠等の

相談もしていただいていますし、予期せぬ妊娠の相談については、栃木県の助産師会の方でも

相談をしておりますので、どこかにＳＯＳを発信していただければ、子育て家庭支援課のこども

家庭センターに繋げていただけるような関係機関との連携も今やらせていただいているとこ

ろです。以上でございます。 

〇濱口教育長 

はい。３点目は、こども誰でも通園制度で、通えるこどもに条件はあるのかどうか。条件を付

けていく予定があるかどうかということでした。中林課長お願いします。 

〇中林保育課長 

はい。では先ほどのご質問にお答え申し上げます。こちらにつきましては委員ご存じの通り、

こども家庭庁から示されている標準的な実施につきまして、医療的ケアが必要なお子様、また

障がい等で特別な配慮が必要なお子様についても、区分なくお預かりすることとされておりま

す。これを受けまして、小山市での実施を検討した結果、今回の公立保育所に限定し、場所につ

いても、出井保育所、やはた保育所になった次第でございます。こちら２つの公立保育所につ

きましては、やはたは現状、それから出井は来年の１０月に新園舎に建てかえを予定しており

まして、その後の園舎におきましては、医療的ケアを要するお子様専用の教室の配置ができる

よう、現在設計・施工を進めているところでございます。そういった形で、場所的な手配ができ

ていること、また、今現在一昨年法改正によりまして、障がい等多種多様なお子様の保育の提

供ということが義務付けられて以降、公立保育所に看護師資格をもった職員を配置するよう

に努めているところでございます。実際に現状やはた保育所、それと間々田北・網戸保育所の

２ヶ所ではそういった医療的ケアを要するお子さんもすでにお預かりしているという実績がご

ざいます。そういった点も踏まえまして、対応ができる二つの公立保育所で試行的に実施し、

ニーズや利用状況があるのかというところを精査・調査した上で、来年再来年以降どのような

展開をしていくかというのも進めていきたいというふうに考えて、今回このような取り扱いと

したところでございます。よろしくお願いいたします。 

〇高橋委員 

 ありがとうございます。 

〇濱口教育長 

はい。ほかにいかがですか。荒井委員お願いします。 

〇荒井委員 
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はい。２２ページのこども誰でも通園制度についてです。支援を要するこどもが通っている

幼稚園には助成金が交付されるというようになっていると思いますが、今の段階では試行段

階のため、助成金の話はでてこないという認識でよろしいでしょうか。それから先ほどお話し

いただいた中で、この制度の対象者の人数の母体が大きいと思います。そこで、現時点で市民

のニーズがどれくらいあるのかわかればお伺いしたいです。 

〇佐山こども教育課長 

はい。こども教育課でございます。先ほどの助成の件ですが、いわゆる特別の支援を要する

幼児就園措置助成金のことかと思われますが、それはいわゆる教育認定・１号認定ということ

で、３歳からが対象になります。ですので、今回の通園制度の対象である保育園に通っていな

い０歳から３歳未満というところには該当しておりません。また、通園制度の対象者に向けて

の助成は今のところ行っていないのが現状でございます。その次の点については中林課長お

願いします。 

〇中林保育課長 

はい。私の方からは補助の部分につきまして説明させていただきます。公立での実施ですの

で、事業者への運営費の支払が発生しない訳ですが、将来的に民間事業者の方にお願いする

ことになると、当然委託料という形で通園制度の実施をお願いする形になりますので、その委

託料のお支払いの中で年齢や障がいの有無について金額が増減する場合も想定しています。

国におきましても、小さなお子様をお預かりの場合は料金を高く、それから障がいや医療的ケ

アが必要なお子様を預かった場合の委託料についてはプラス加配されるような運用を今現在

考えておるようでございます。ですので、具体的にそういったところを加味して、民間事業者

様の方で実施をしていただけるのかというのを今後考えていく必要があると思います。またニ

ーズのお話ですが、こちらすでに試行実施が始まっておりますので、「小山市ではこういった制

度をやらないのですか」という問い合わせはいただいているところではございますが、やはり

その利用時間数、月１０時間が上限であったり、また、小山市ですと委員の皆様お聞きになった

ことがあるかと思いますが、潜在的待機児童、保留児童という保育の認定を受けているにもか

かわらず、実際に通えてないお子様が数百人出ております。そういった方がいる一方で、誰で

も通園という名前のために保育の必要がない子が入園している場合の説明が難しいところも

ございます。そういったところも踏まえて今回試行してみて、どのような方が使うのか、どうい

ったことで保育の認定をお待ちの方とお待ちでなく今回の制度を使う方の区分けができるの

かというところも検討させていただきたいというふうに考えてございます。よろしくお願いし

ます。 

〇荒井委員 

はい。ありがとうございました。 

〇濱口教育長 

はい。ありがとうございました。他にいかがでしょうか。 

報告事項につきましては、以上で全て承認という形でよろしいでしょうか。 
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〇全員 

はい。 

〇濱口教育長  

はい。それでは報告事項につきましては以上とさせていただきます。 

それでは、審議事項に入りたいと思います。議案第１号、日高課長お願いします。 

〇日高教育総務課長 

はい。教育総務課です。議案第１号では令和７年度教育委員会点検・評価についてです。資料

の２９ページをご覧ください。趣旨は、教育行政に関する市民への説明責任を果たすとともに、

成果重視の効果的な教育行政の執行に資するために令和６年度の事務事業に関する自己評価

を実施するとともに、主要な事務事業のあり方について、学識経験者に意見を求める意見聴

取会を行い、報告書としてまとめました。こちらは、地方教育行政の組織および運営に関する

法律第２６条の規定に従い、報告書を全議員に配付するとともに、ホームページに掲載するほ

か、公共施設に閲覧用を配付いたします。 

それでは、別冊の令和７年度教育委員会点検・評価報告書に沿ってご説明させていただきた

いと思います。報告書の１ページをお開きください。まず、この点検評価に関する趣旨でござ

いますが、平成１９年度地方教育行政の組織および運営に関する法律の一部改正により、教育

委員会がこの事務の管理執行状況につきまして、点検評価を行い、その結果を報告書に取りま

とめ、議会に提出および公表することが義務づけられたことから、毎年実施させていただいて

いるものでございます。また、この点検評価に当たりましては、教育に関して学識経験を有す

る方の知見の活用を図るということがあわせて定められております。続きまして１ページの下

段の３、点検評価の方法について（１）点検評価の対象ですが、昨年、令和６年度に実施した教

育委員会の各課の主要事業となります。（２）点検評価の観点については、妥当性・有効性・効

率性・公平性の４つの観点から、実績評価を行いまして、その上で、事業全体の改善の余地に

ついて総合評価を行い、それを踏まえて、事業改善および方向性について判断しております。

（３）の点検評価の主体および方法につきましては、各事業担当課が内部評価を実施し、それを

さらに４つの事業を選択しまして、事業や内部評価の内容に関して学識経験者から意見を聴取

する意見聴取会に付したところでございます。次に、２ページの中段から４ページにかけまして

は、事業評価シートの見方について説明しております。時間の関係もございますので、内容は

割愛させていただきます。次に５ページをお開きください。点検評価対象事務事業一覧です。

本年度は、教育委員会の各担当課、館において、２８の事務事業の内部評価を行いました。次

の６ページにつきましては、２８件につきまして、小山市総合計画における体系または政策ごと

に分類した形での一覧表となっております。続きまして７ページから１４ページまでは、点検評

価並びに事業の方向性の集計結果が掲載されております。ここでは内部評価を実施しました

事務事業２８件につきまして、実績評価の部分にかかわる評価の視点と事業の今後の方向性

につきまして、択一式となっております。評価の選択分布状況を表やグラフによって示したも

のでございます。こちらは細かな内容となっておりますので、後ほどご覧いただければと思い
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ます。次に１５ページをお開きください。今年度実施いたしました学識経験者による意見聴取

会の内容になります。７月２９日火曜日に実施し、評価者は記載の３名の方にお願いいたしまし

た。評価対象事業につきましては、（３）にあります４つの事業に絞って意見聴取会を実施させ

ていただきました。この４つの事業に関して、いただいた主な意見評価につきましては後ほど

ご説明させていただきます。続きまして１７ページからの第２章におきましては、教育委員会の

活動状況を載せてございます。こちらは本市の教育委員会の仕組み、教育委員会会議の開催

状況、また、教育委員会規則等の制定状況について記載しております。その後、２７ページから

８９ページまでが第３章としまして、教育委員会事務事業評価シートになります。各課・各館が

行った事務事業ごとの内部評価の点検・評価シートになっております。最後になりますが、９１

ページ以降が第４章になります。こちらが、教育委員会意見聴取会で取り上げた４件の事業に

関しまして、評価者からいただいた評価および意見の内容をそのまま記載したものでございま

す。いずれの事例につきましてもかなりのボリュームがある意見等をちょうだいしております

ので、各事業につきまして、いくつか意見をピックアップして紹介させていただきたいと思い

ます。 

それでは９２ページ、こども政策課の大学生によるスクールサポート事業について、まずは説

明させていただきます。令和６年度の活動内容の適否ということで、適切という評価をいただ

きました。理由としましては、上から丸２つ目、「学校への希望調査と学生への説明会を実施し、

双方の意見を調整して事業を展開しており、適切な取り組みをしている。活動後も実績報告等

をもとに成果と課題を確認するなど、適切な運営である。」との意見をいただいております。９

４ページの総合意見等といたしましては、一番下の丸の、「教員志望の大学生にとって、学校現

場の実情や魅力を体験でき、児童生徒には、学習意欲や将来像を育む機会となる意義ある事

業である。学校にとっても新しい視点を得られるきっかけとなる。大学生が有益な経験を積め

る内容を学校と協議し充実を図るとともに、SNS 等を含む守秘義務の徹底など、安心して取

り組める環境整備をお願いしたい。」と意見をいただきました。 

続きまして９５ページの青少年支援課、青少年健全育成大会・青少年の主張作文コンクール

です。事業業務の成果の内容の適否については、適切、概ね適切の評価をいただきました。評

価の理由ですが、丸二つ目の「文章を書くことに大きな意味がある。文章を書くことで自分を

見つめ、他者や社会に目を向ける。さらにそれを聴衆の前で発表することは人生で何度もでき

ることではなく、発表者にとっては意義深い体験になったはずである。」というご意見をいた

だきました。続きまして９６ページの事業の課題事業の改善点、今後の進め方ですが、先ほど

岩井委員さんから御意見ございましたが、丸の二つ目「高校生以上の参加を増やすのは難しい

面があると思う。小中学校で取り組んだ経験があるので、取り組んでよかったという思いを持

ってもらえるような工夫も出来るとよいのではないか。」という意見もいただいております。９

７ページの総合意見といたしまして、丸三つ目の３行目で、「入賞作品は壇上発表に加え文集と

してまとめられ、大会参加者以外も目にできる。多くの青少年が応募したという事実を文集等
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でお知らせすれば、本事業の広がりと参加者の熱意をより多くの人に伝えることができるので

はないだろうか。」というご意見をいただきました。 

続きまして、９８ページ桑公民館学級（高齢者・家庭教育）開設事業になります。令和６年度活

動内容の適否ということで、適切、概ね適切の評価をいただきました。評価の理由として二つ

目の丸ですが、「指定管理者導入に伴い、市民向け講座の業務が分担されている。公民館の事

業はおおむね６０歳以上と桑地区に住む親子に限定され通年で実施されていて、人間関係づ

くりのきっかけとなっている。」という意見をいただきました。総合意見等といたしまして、二

つ目の丸の３行目、「今年度は、講座の内容を充実させるために、桑料理教室や縄文遺跡見学

など地域の特色を生かした企画にも取り込まれており、内容の充実が図られている。今後も男

女問わず興味を持てるテーマを積極的に取り入れることで、男性や新規参加者を呼び込み、さ

らに充実させていくことを願っている。」とのご意見をいただきました。 

最後に、１０１ページ、中央図書館、子どもと本をつなぐ講座です。令和６年度の活動内容の

適否ですが、適切の評価をいただきました。評価の理由として丸二つ目の、「電子図書館とい

う今までになかった方法を導入し、その有効活用を図るべく講座を開催したことは適切である。

２回の講座では基礎的な内容であったと思われるので、継続した研修が必要であろう。」とご

意見をいただきました。１０３ページの総合意見等といたしまして、丸一つ目で、「子どもの読書

離れが言われている昨今、本事業の意義はますます高まっている。本事業をさらに推進し、目

的を達成するため、他自治体で行われている好事例を参考に成果を上げてほしい。」また、最

後下から４行目、市内の小中学校等でボランティアによる読み聞かせ活動が広がっているのも、

図書館が行う講座の支えがあってこそだ。今後も充実させていただけることを願っている。」

との意見をいただきました。 

以上説明が長くなりましたが、議案第１号の教育委員会点検・評価についての説明です。ご

審議のほどよろしくお願いいたします。 

〇濱口教育長 

はい。ただいまの議案第１号につきまして、何か質問、ご意見等がありましたらお願いします。

大橋委員お願いします。 

〇大橋委員 

はい。資料は５２ページですけれど、大谷公民館 学級・講座開設事業についてです。昨年度

のこの事業の男性参加者が少なくて、去年までは事業名にかっこ書きで男性の参加の促進が

入っていました。今年はそのかっこが消えていて、活動指標等が変わっています。おそらく去年

の意見を踏まえたうえで、男性参加促進は削除したと想像はできるのですが、もし前回から削

除したなら、その理由の記載があった方がいいのかなと思いました。ただ、この事業評価の事

業が単年度の評価であれば事業が変わっても疑問に思わなかったのですが、事業名が同じで

かっこ書きだけ変わったということが少し疑問に思いました。ご説明いただければと思います。 

〇望月生涯学習文化課長 
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はい。ただいまのご質問にお答え申し上げます。大谷公民館の方に確認しましたところ、削

除した理由は概ね委員の仰るとおりでございますが、館長が申しますには、性別に関係ない時

代になったことと、前回の委員のご意見も踏まえまして、男性の促進という言葉を外させてい

ただいたというところでございます。昨年度のご意見を各公民館長と共有しているところでご

ざいまして、それに対してさらに取り組みを進めていこうという前向きな姿勢もあるところで

はございますし、反対に女性の希望者が男性の希望者よりはるかに多い現状を無視できない

という視点もありますので、そういったことも踏まえて総合的に判断された結果だと思います。

よろしくお願いします。 

〇大橋委員 

 ありがとうございます。参考までに、昨年度の受講者数はどれくらいなのでしょうか。 

〇望月生涯学習文化課長  

はい。令和５年は３７９名です。男性が１７４名で４６％、女性が２０５名で５４％になります。

令和６年度は５２６名で、男性が２０８名で４０％、女性が３１８名で６０％ということで、男性の

比率は下がっているのですが、全体の参加人数は多くなっているということで、結果的に男性

参加者数は増加しております。令和６年度は交流センターになり会場が大きくなりましたので、

そういった点も影響した結果だと思います 

〇大橋委員 

 はい。ありがとうございました。評価が変わった際には、改善の欄に注釈を入れていただくと

わかりやすいと思うので、今後はそういった形でよろしくお願いします。 

〇濱口教育長 

 はい。他にいかがでしょうか。荒井委員お願い致します。 

〇荒井委員 

はい。９２ページに大学生によるスクールサポート事業ということで、表の理由を読んでいく

ととてもその通りだと感じます。おそらくこの事業は２０年くらい継続されていて、立ち上げの

時に担当したのですが、その事業が長く続いていることを見て、とても必要なのだと感じます。

今、魅力ある職業だと私たちがずっと思ってきた教員を志望する生徒が少なくなってきてい

ることはすごく残念なところではあります。魅力ある職業であることを伝えられる機会は、教

育実習くらいしかないと思います。ですので、せっかく希望しているのに行けないということ

がないようにしていただきたいです。また、受け入れる学校でも私がずっと思っていましたが、

後輩を育てるという考えが重要だと思います。ですので、ここに記載してありましたが、やはり

雑務に使うのではなく、お互いにＷｉｎ－Ｗｉｎの関係で教育現場を知って欲しいというふうに

思っています。長いことこの事業を続いているので、ぜひ教員という職業は魅力的だというこ

とが学生に直で伝わればと思います。私の願望でした。できるだけ長く続けてほしいです。 

〇濱口教育長 

今お話にありましたが、教育実習で教員への見方が大きく変わるというのは大学の先生が

おっしゃっていました。小学校へ教育実習で行くととても楽しかったという子が多いのに対し
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て、中学校では業務に対して大変な印象を受けて教員志望を辞めてしまうという子が多いと

いうことも聞いております。しかし、荒井委員のおっしゃる通り、教育実習は教員の魅力を伝え

られる機会だと思いますので、ぜひとも今後も続けていってほしいと思います。この件につい

てはよろしいでしょうか。 

〇全員 

はい。 

〇濱口教育長 

それでは、議案第１号につきましては、原案どおり決定いたします。 

議案第２号、こども教育課佐山課長お願いします。 

〇佐山こども教育課長 

はい。こども教育課からは、議案第２号、小山市立中学校・義務教育学校拠点校部活動の実

施についてのご審議をお願いいたします。資料としましては、３１ページとなります。８月の定

例教育委員会でご説明いたしました、中学校・教育学校後期課程の部活動拠点校方式につき

まして小山市校長会で協議した結果、来年度より市教育委員会指定のモデルケースとして実

施するためご審議いただきたいと存じます。拠点校とする部活動、モデルケース校につきまし

ては３２ページの表になります。柔道部は小山第三中学校を拠点校としまして、市内全中学校・

義務教育学校の在籍する生徒を対象にしていきます。野球場につきましては２つありまして、

豊田中学校に在籍する生徒の拠点校として小山中学校、乙女中学校に在籍する生徒の拠点校

としまして間々田中学校の方でということで、２種類３校の拠点校方式の部活動をモデル校と

して実施したいと考えております。こちらは、生徒が希望する運動部・文化部に参加することが

できる救済措置でございまして、勝利至上のみを目的とするものではございません。移動手段

や移動距離など生徒の安全面を考慮しつつ、在籍校から拠点校へ申請することによって実施

いたします。拠点部活動に参加できる生徒の要件としましては、在籍校に希望する部活動が設

置されてないこと。生徒と保護者の連名で参加申し込み書および同意書が提出されること。在

籍校から拠点校への移動方法につきましては、各学校間で適した移動手段を使用するといた

しまして、保護者の方の送迎や、デマンド交通や路線バス、タクシー電車等が想定されるかと考

えてございます。この定例教育委員会でご審議いただいた上で、今年度、１０月１日から募集い

たします、隣接校希望選択制に合わせて、市内小・中・義務教育学校に概要のご案内をする予

定でございます。以上、ご審議よろしくお願いいたします。 

〇濱口教育長 

はい。それでは議案第２号について今説明がありましたが、質問ご意見等がありましたらお

願いします。よろしいですか。 

〇全員 

はい。 

〇濱口教育長 

それでは、議案第２号については、原案通り決定いたします。 
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続きまして議案第３号、生涯学習文化課望月課長お願いします。 

〇望月生涯学習文化課長 

はい。３４ページをお願いします。件名は、小山市生涯学習推進協議会委員の委嘱について

でございます。趣旨は、小山市生涯学習推進協議会条例第３条及び第４条の規定に基づき委

嘱するものでございます。委嘱期間は、本年度４月から令和９年３月３１日までの２年間となり

ます。委嘱者につきましては、３５ページの別紙名簿（案）の通りでございます。新任の方が９名、

継続の方が６名の計１５名の方に委嘱をさせていただきたいと思います。この生涯学習推進協

議会ですが、元は平成元年の中央教育審議会の方針に基づきまして、本市でも設置いたしまし

た。役割としましては、令和４年から８年までの５年間、第３次生涯学習推進計画の策定に携わ

っていただきました。また、小山ギャラリーのまち美のありかたについてもご意見を伺ったこ

とがございます。そして今回、令和９年から５年間の第４次生涯学習推進計画の策定にもご意

見を頂戴したいと考えております。説明は以上です。よろしくお願いします。 

〇濱口教育長 

はい。ありがとうございました。 

それでは議案第３号につきまして説明がありましたが、何かご質問ご意見等ありましたらお

願いします。よろしいですか。 

〇全員 

はい。 

〇濱口教育長 

それでは、議案第３号については原案どおり決定いたします。 

続きまして、議案第４号、文化財課星場課長お願いします。 

〇星場文化財課長 

はい。文化財課でございます。３９ページをご覧いただければと思います。件名は、小山市文

化財保護審議会への諮問事項についてでございます。趣旨としましては、別紙に挙げる２筆に

ついて、市の史跡に追加指定することを、小山市文化財保護審議会に諮問するものでござい

ます。諮問事項としましては、市指定史跡神鳥谷曲跡地の追加指定についてでございます。参

考資料としまして、２点を載せています。４０ページをご覧いただければと思います。小山市内

には、小山氏の城館跡が複数残っておりまして、このうち神鳥谷曲輪跡につきましては、小山

氏の歴史を解明する上で極めて貴重な遺跡であるとして市指定記念物に指定されております。

指定の対象の名称としましては、神鳥谷曲輪跡、指定番号は１１２番、種別は記念物（史跡）とな

っております。指定は平成１９年に指定されまして、追加指定が平成２０年になされております。

今回追加指定の対象の所在地としましては２点ございまして、大字神鳥谷字曲輪１０８９番と大

字神鳥谷字曲輪１０８３番５となります。対象地の面積としましては、３６６㎡と５６２㎡となって

おります。位置としては下に地図が載っておりますので後ほどご覧ください。４１ページをご覧

いただければと思います。今回追加指定したい区画が図示されております。１番につきまして

は、既に指定されております史跡の間の部分になります。もう２つ目が、１番のものの西側にな
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ります。実はこちらの２番の南北の土地が同じ方が所有している土地であり、この所有者の方

が宅地開発を考えているというお話しがございまして、２番が売却されてしまいますと、全体

として開発されてしまうということで、指定して保護していきたいと考えております。その他、

文化財保護条例と文化財保護審議委員会の委員名簿を載せていただいております。説明とし

ては以上となります。よろしくお願いします。 

〇濱口教育長 

はい。では議案第４号につきまして何かご質問、ご意見等ありましたらお願いします。よろし

いですか。 

〇全員 

 はい。 

〇濱口教育長 

はい。それでは、議案第４号は原案通りと決定いたします。 

以上、報告事項・審議事項含めて大変長くなってしまい申し訳ありませんでした。以上で全て

の議題は終わりましたが、今日の中で言い忘れたことなどがあればお願いします。よろしいで

しょうか。 

〇全員 

はい。 

〇濱口教育長 

はい。それでは報告事項・審議事項すべて終わりましたので、事務局お願いします。 

〇前田教育総務係長 

はい。事務局からになります。次回は移動教育委員会となりまして、大谷地区での開催とな

ります。日時ですが、令和７年１０月１５日水曜日午後２時３０分から開始予定となっております。

場所につきましては、大谷市民交流センターあいとぴあ会議室１・２で実施いたします。よろし

くお願いいたします。 

〇濱口教育長 

以上でよろしいですか。 

〇全員 

はい。 

〇濱口教育長 

はい。それでは大変長時間にわたりまして熱心なご討議ありがとうございました。 

以上で、9月の定例教育委員会を閉会いたします。ありがとうございました。 

 

                   閉会 午後 ４時４５分                 


